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下野市社会教育委員・下野市公民館運営審議会合同会議 議事録（要旨） 

 

 

１ 日  時  平成 29年 7月 27日（木）9時 30分～11時 40分 

２ 場  所  庁舎 3階 303会議室 

３ 出席委員  社会教育委員   委員長  五月女 洪 

                 委 員  日下田 英彦 

小林 溶子 

                      島田 実 

                      花澤 公久 

                      佐藤 善行 

                      吉田 聡 

                      高木 香奈子 

        公民館運営審議会 副委員長 小林 溶子 

                 委 員  齋藤 正明 

                      中川 賢一 

                      高橋 佳枝 

                      角田 ヨシ子 

                      小貫 シゲ子 

                      石田 信二 

                      齋藤 昌枝 

                      安土 美智子 

４ 出席職員  教育長         池澤 勤 

生涯学習文化課長    近藤 善昭 

        国分寺公民館長     齋藤 光利 

        石橋公民館長      山内 隆匡 

        南河内公民館長     福田 一也 

        南河内東公民館長    大高 和美 

        生涯学習推進グループ  大門 啓美 

                    塩濱 弘子 

                    漆原 聡 

５ 議  案 

  （１）下野市公民館振興計画（案）について 

  （２）グループ協議「活動計画」について   

６ そ の 他 
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委員 自己紹介 

 

議題に沿って進める。本日はグループワークとなる。教育長におかれて

は、公務のため中座する。 

議題（１）下野市公民館振興計画について  

公民館振興計画については、下野市生涯学習推進計画の中で「生涯学習

による下野市の文化づくり～学びで創る豊かなしもつけ～」を目指して、

学習機会の提供に加え、多様な学習を通じた自己実現、学習仲間との交流

による心豊かな生活、学習成果の社会還元による協働のまちづくりを推進

している。これを受け、公民館機能の充実を図るために長期的な視点にた

って振興計画を策定する。公民館振興計画は、30年度から 32年度の 3年

間の計画期間となる。事務局から、これまでの経過、振興計画について説

明を求める。 

資料「下野市公民館振興計画（案）」に基づき説明 

基本理念・基本目標・施策目標に基づく活動計画を協議いただく。本来

なら目標があり、目標を解決させるために活動計画がある演繹法で物事を

考えるが、今回は活動計画をたくさん出していただき、それにあった施策

目標を立てる帰納法で考えていただくことになる。一番公民館を身近に感

じている公運審のみなさんが、たくさん課題をもっていると思うので、活

動計画について忌憚のない意見をいただきたい。 

議案（２）グループワーク「活動計画」についてだが、まず、公民館利

用状況推移等の資料の説明を求める。 

資料「公民館利用状況推移等」に基づき説明 

今までのところで何か質疑はあるか。 

28年度の合計数が全部ゼロになっているが。 

ただいま、集計中である。 

ほかにないか。 

先ほどの説明だと、本日の議論は活動計画・施策目標についてというこ

とになると思うが、先日の社会教育委員会議の中で基本理念・基本目標は

まだ決定していない。あたかも決定したかのような表現だが、基本理念・

基本目標については、これからの検討事項と思っていてよろしいか。 

はい。次回の社会教育委員会議で検討していただき、決定する。 

出席委員が少なく、重要なことを説明していただいたが、欠席者が次の

会議にこの流れを知らずに出てくることが少し心配だ。今回は午前中だ

が、午後に調整してもいいのでは。 

おっしゃられるとおりである。多くの委員に出席していただき、たくさ

んのご意見を頂戴したいと考えるが、本日は調整した結果、午前中となっ
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てしまった。今日は、社会教育委員・公運審とも過半数の委員に出席して

いただいているので、会議は成立している。日程調整については、今後考

慮していく。 

欠席委員には、会議結果を会議録等送付してお知らせする予定である。

また、公運審の委員に関しては、次回の合同会議で報告する。また、今回

の会議についても欠席委員には事前に意見をいただくようにお知らせし

た。 

ここからグループ協議となる。進め方について説明を求める。 

グループ協議の進め方を説明する。 

 

【グループ協議】 

 

本日だしていただいた意見は、次回の社会教育委員会議でまとめる。そ

の結果を、２回目の合同会議で報告し、再度、意見交換していただく。 

その他である。次回の社会教育委員会議は、8 月 23 日（水）午前９時

30 分からとなる。国分寺公民館の 101 会議室となるので、場所を間違え

ないようご注意願いたい。また、２回目の合同会議は、10月 3日（火）午

後 1時 30分からで、場所は本日と同じ 303、304会議室となる。 

最後に、社会教育委員には、第 48 回関東甲信越社会教育研究大会静岡

大会開催の案内と全国社会教育委員連合の概要をお渡ししたのでご確認

いただききたい。 

以上で閉会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


